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川越正平、秋山正子、
小島操、宇都宮宏子 

【座談会】「帰って来られる地域」とは？病院
／在宅の枠を超え、がん患者さんを支えたい 

訪問看護と
介護 

17(4) 314-423 2015 

藤田淳子、福井小紀
子、岡本有子 

過疎地域における医療・介護関係者の終末期ケ
アの実態と連携に関する調査 

日本公衆衛
生学会誌 

63(8) 416-423 2016 

福井小紀子 エビデンスを作り、人々の役に立つ研究をめざ
す 

看護研究 49(6) 490-493 2016 

福井小紀子 機能強化型訪問看護ステーションが地域をつ
なぐ 

訪問看護と
介護 

21(7) 506-516 2016 

福井小紀子 機能強化型ステーションとして“地域”の力を
強化する 

訪問看護と
介護 

21(7) 535-542 2016 



辻村真由子，福井小紀
子, 藤田淳子, 池崎澄
江, 乙黒千鶴 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携
とは?：各職種と遺族による自由回答から見え
てきた連携のポイント 

訪問看護と
介護 

21(3) 224-228 2016 

池崎澄江, 福井小紀
子, 藤田淳子, 乙黒千
鶴, 辻村真由子 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携
とは?：遺族から見た多職種連携評価 

訪問看護と
介護 

21(2) 148-152 2016 

藤田淳子, 福井小紀
子, 乙黒千鶴, 池崎澄
江, 辻村真由子 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携
とは?：多職種連携における職種別の特徴 

訪問看護と
介護 

21(1) 62-67 2016 

福井小紀子, 乙黒千
鶴,藤田淳子,池崎澄江,
辻村真由子 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携
とは?：第2回 地域別×職種別でみる多職種連
携の強み 

訪問看護と
介護 

20(12) 1021-102
7 

2015 

福井小紀子,藤田淳子,
池崎澄江,辻村真由子,
乙黒千鶴 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携
とは?：第1回「連携」の中身を評価しよう 

訪問看護と
介護 

20(11) 936-942 2015 

藤田淳子、福井小紀
子、池崎澄江 

在宅ケアにおける医療・介護職の多職種連携行
動尺度の開発 

厚生の指標 62(6) 1-9 2015 

福井小紀子,宮崎和加
子,倉地沙織,吉原由美
子,上野桂子,藤田淳子 

訪問看護事業所向け自己評価ガイドラインの
作成：看取りや医療ニーズの高い療養者を支え
るための事業所の質向上をめざす標準的指針 

コミュニテ
ィケア 

17(12) 50-59 2015 

福井小紀子 地域終末期ケアを支える医療と介護の連携評
価尺度の開発と職種別の特徴～顔の見える関
係力、連携意識力、連携行動力の３つのレベル
に分けて～ 

地域ケアリ
ング 

17(10) 93-97 2015 

福井小紀子 看護小規模多機能型居宅介護の現状と課題 訪問看護と
介護 

20(8) 676-682 2015 

福井小紀子、齋藤訓
子、柏木聖代ら 

「訪問看護出向システム」から地域全体での看
護人材の確保･育成策を考える 

看護管理 25(8) 681-687 2015 

由井千富美、福井小紀
子 

先進事例に学ぶ在宅医療･介護連携推進事業－
在宅看取りを可能にする地域包括ケア体制を
構築：川上村の取り組み． 

保健師ジャ
ーナル 

71(7) 588-593 2015 

山岸暁美,久部洋子,山
田雅子, 高橋 則子、
鎌田 良子、福井 小
紀子、石渡 リキ 

在宅の視点のある病棟看護尺度の開発 看護管理 25(3) 248-254 2015 

山岸暁美,森田達也, 
川越正平, 清水恵, 小
澤竹俊, 安恵美, 小早
川誠, 恒藤暁, 志真泰
夫 

宮下光令終末期がん患者に在宅療養移行をす
すめるときの望ましいコミュニケーション：多
施設遺族研究; Talking about home hospice
 with terminally ill cancer patients: multi
center bereaved family survey 

癌と化学療
法 

42(3) 324-330 2015 

 


